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保護者からの虐待を受けた子どもが思春期以

降、リストカットや大量服薬、自殺未遂等を繰り

返す事例は多い。今回はそういうケースを描いて

みようと思う。 

 

 

家族 

 杞紗さん（仮名）は当時２５歳。三人兄弟の真

ん中で、２歳上の兄と、３歳下の妹がいる。父親

は５０歳で運送業、母親４６歳は杞紗さんが中学

校１年の時に離婚し、現在パートナーと暮らして

いる。父方祖父母、母方祖父母はともに遠方に住

んでいる。 

相談経過 

 筆者が最初に杞紗さんに会ったのは、小学校の

スクールカウンセラーをしていた時である。ただ

し、その時はカウンセリングに杞紗さんが来たこ

とはなく、先生方も、「変な子」というイメージ

だけで、カウンセリングに繫ぐことが無かった。

それでも、小学校低学年だった杞紗さんは、廊下

の隅のちょっとくぼみになっている壁面に、時々

隠れていたり、机の下にもぐっていたりする様子

を目撃しており、先生に「あの子何かあるんじゃ

ないかな？面談できないかな？」と言ってはみた

ものの、先生は「変な子だけど、それ以外に特に

問題はないので」とつないでもらえなかった。そ
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の後その小学校にいくことがなくなったため、そ

れっきりになっていた。それでも気になっていた

ので、その後中学校での様子なども気にかけてい

た。問題行動として、リストカットが見られると

の情報はあったし、杞紗さんがかなりひどい虐待

にあったらしいという噂は耳にしたが、中学校の

スクールカウンセラーが担当しているというこ

とで、筆者に繋がることは無かった。 

高校に進学して間もなく、当該高校のスクール

カウンセラーから筆者に繋がって来た。情報とし

ては「多重人格、リストカット、オーバードーズ

（大量服薬）がある。病院受診も勧めているが

中々受診に繋がらない。家族関係にも問題がある

のではないかと思われる。」とのことであった。 

初回面接は、北海道の短い夏が始まる６月初旬

のことで、１人で来室された。杞紗さんに会うの

は小学校以来だったが、横も縦も大きくなってい

た。以前杞紗さんがいた小学校のスクールカウン

セラーをしていたから、杞紗さんのことを知って

いると伝えると、「そういえば見かけたような気

がする」と言い、結構赤裸々に今までのことを語

ってくれた。 

３，４歳ごろ、ちょうど妹が生まれた後くらい

から母親の精神状態が悪化し、暴れたり騒いだり

酷かった。杞紗さんは、決して聞き分けの良い子

ということではなく、どちらかというと活発な子

だったため、母親から叩かれること日常茶飯事、

更に父親からも殴られたり、逆さづりにされたり

冬に締め出されたり、ひどい虐待を受けていたと

いう。しかし、児童相談所が介入することは無か

った。誰もその虐待に気づかなかったという。母

親は精神病院に何度も出入りしていて、その間父

親が子どもたちの面倒を見てくれた。それでも、

小学校に上がってからは、妹の面倒を看させられ、

兄は我関せずで勝手な行動をとっていたが父親

は兄には何も言わなかった。そんな兄を随分恨め

しく思っていた。学校から帰ったら自分の宿題な

どを片付け、食事の準備などを父親に言いつけら

れたとおりに行い、妹と一緒に遊んだりして面倒

を見ていたそうだ。 

その後、父母は離婚し、父子家庭となってから

は、杞紗さんが家事をある程度担うようになった。

中学に進むと時々父親が長距離で出かけること

もあり、数日帰ってこない為、その間の家事一切

は杞紗さんの仕事となった。友人と遊びたくても、

中々遊ぶ時間もなく、学校が唯一友人と関わる場

となった。しかしその学校でも、女子からのいじ

めが勃発し、不登校傾向となった。女子からのい

じめは、明らかな仲間外れやネット上での悪口の

流布、時にはばい菌扱いなどもあったそうだ。そ

の頃からネットゲームにはまり、ゲームで知り合

った子とやり取りをするようになっていった。 

兄はその後寮制の高校に進学し、家にいなくな

った。妹と二人で留守番することも多く、妹もゲ

ームにはまり、二人でゲームをすることもあった

が、基本的には別々にゲームをしていたそうだ。 

妹と仲が悪いわけではないが、妹は友達と遊び

に行ったりしていたのでいつも一緒にゲームを

するという雰囲気ではなかった。一方杞紗さんは

家にいなくちゃという思いから、出かけることは

少なく、その様な中リストカットをするようにな

った。 

 最初は何となくしてみた、という感じだったも

のが、辛いとき、苦しい時、必ずするようになっ

ていった。ネットで知り合った仲間同士でリスト

カットの跡を見せっこするなどと言うこともあ

った。学校に行けば女子たちに白い目で見られ、

悪口を言われるので、学校から帰るとリストカッ

トをせずにはいられなくなった。学校に行かない

と、父親に連絡が行き、その結果殴られるので、

学校に行くしかなく、板挟み状態だったそうだ。

スクールカウンセラーと話したことはあったが、

余り力になってもらえなかったそうで、１、２回

行って辞めてしまったという。 

 勉強はそこそこできたので、中くらいのレベル

の高校に進学することができたが、リストカット

は悪化し、だんだん上腕部や太もも、腹等様々な

ところをカットするようになった。加えて、薬も

ブロン（咳止め）、メジコンなどネットで仕入れ

た情報を元に、オーバードーズをするようになっ
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ていった。同時にいくつかの人格を抱えるように

なり、気が付いたら遠くにいて、どうやってそこ

に行ったのか覚えていないという状況も出てき

たという。 

 筆者のところに来た時は、多数のリストカット

の跡と多重人格、オーバードーズという三つの問

題を抱えた状態であった。 

 まずは病院受診をあらためて勧めたが、父親が

受診を納得しないという。何故と訊くと「母親ほ

どひどい状態じゃないから受診は必要ない」とい

うのだそうだ。父親と話したいというと、杞紗さ

んは頑なに拒否し、何とか父親を説得してみると

言い張るので、待つことになった。過去の虐待に

ついては聴いたが、最近はないのかと聞くと、最

近は殴られることは無いとのことで、それはひと

まず良しとし、一応トラウマ処理をした。人格交

代だが、何人ぐらいいるのかと聞くと、１９人と

いう。丁寧に一人一人を説明してくれた。幼児も

いれば、自分より年上（その当時杞紗さんは高校

生で１６歳）１９歳とか２５歳くらいの人格もい

る。性別も関係なく男子も女子もいる。また、そ

れぞれが役割を持っていて、ゲームが得意な人格

がゲームをするとき変わって出てくれるし、絵が

得意な子が絵を描くときでてくる、数学が得意な

子が数学の授業を担当する、バイトの時は年齢が

上の落ち着いた人格が出る、などである。最初の

内は他の人格が筆者の前で出てくることは無か

ったが、しばらくしたら様々な人格が出てくるよ

うになった。別人格を持ち始めたのは多分４，５

歳くらいだったと杞紗さんは言う。そのころ大変

だったので、さもありなんと思う。そして辛いこ

とがあると別人格を作ることが繰り返されてき

たのだ。 

 人格が交代するとき、杞紗さんは一瞬眠ったよ

うになり、起きた時に別人格になる。筆者のとこ

ろに来ている多重人格のクライアントさんたち

にほぼ共通してみられる現象で、一瞬寝るという

か、切れるというかそんな感じで、そのあと別人

格が出てくるのである。そして、幼児の時は話し

方でわかるが、誰が出てきたのかわからない時が

あるので名前を聞くと、○○とか××とか名乗っ

てくれる。１９人の人格は一応聞いたので、表に

しており、誰がどの人格かを確認しながら話を続

けていく。 

 １９人の中にはひたすら死にたいという△△

がいて、その人格が出てくると、冬の川に入ろう

としたり、橋の上に立っていたり、オーバードー

ズをしたり、リストカットも深く切ったりした。 

 人格統合をしないかと提案したこともあった

が、杞紗さんは統合したい人格がいないと言い、

ずっと経ってから一人だけ希望があり統合でき

たことはあった。 

 更に杞紗さんにはもう一つ困った行動が見ら

れた。それが不順異性交遊（売春行為）である。

そのことを聞いてから、売春は辞めることを後ろ

の人格（他の人格）にも聞こえるように話して約

束させた。 

何故売春をするかと言えば、当然理由は簡単で

お金が欲しいからである。父親からの小遣いはな

いがアルバイトのお金だけで足りないのかとい

うと、父親がギャンブルにはまっていて、時々バ

イト代からお金を貸してと言って持っていかれ

るのだそうだ。 

 こういう事情も受診を先延ばしにしている要

因なのだろうとわかったので、父親と話すことに

した。杞紗さんは抵抗したが、それでは話が進ま

ないし、このままでは生死に係ると説得して、電

話で話すことにした。 

 父親に受診が差し迫って必要であることを話

したところ、外面が良いのか、特に反発すること

は無く、了解してくれて、無事に受診に繋げるこ

とができた。その結果出た診断は、解離性同一性

障害、ADHD、自閉症スペクトラム症となった。

投薬を始めても、時々悪化して入院することもあ

ったが、治療は続いている。この間に高校は無事

卒業できたが就職は難しく、アルバイトでつない

でいた。  

杞紗さんとは月１回程度面談を続けてきた。高

校１年の時からだから９年になる。その間に彼氏

とくっついたり離れたり、母親との関係が修復さ
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れ、母親と一緒に働いたり、農家に働きに行った

り、人と関わる中で気持ちが上がったり下がった

りをしながらも少しずつ安定してきた。診断を受

けたことで、精神障がい者手帳の取得、障害者年

金の取得に向けて動き、どちらも得ることができ

たので、あとは B 型就労となったが、最初の就

労先では人間関係が上手くいかず、直ぐに辞めて

しまった。しばらくどこにも行かずにいたのだが、

コンピューター関係の仕事をしている B 型作業

所ができたこともあって、そちらに入り、継続し

て働けるようになった。最近他の人格は後ろで寝

ていることが多くなってきた。良い傾向である。 

今、杞紗さんは自分の辛い人生を振り返り、当

事者の会を立ち上げ、積極的に活動している。 

 

まとめ 

 杞紗さんがもっと早い時期、小学校低学年の時

期にカウンセリングに繋がっていたら、そして児

童相談所や病院にもつながっていたら、ここまで

酷いことにはならなかったのではと悔やまれる

が今となっては仕方がない。 

子どもの頃に虐待を受けていた人が、思春期以

降、解離性同一性障害（多重人格）やリストカッ

ター、摂食障害、オーバードーズの問題を抱えて

いたり、鬱やパニックになっているケースに度々

出会う。特に鬱やパニックになっている方の多く

が、虐待や小中高でのいじめられ体験を持ってい

る。 

 人は人に対し、どうしてこうも残酷になれるの

だろう。小学校低学年くらいまでは、人の気持ち

をおもんばかることができないから、思ったまま

を言ってしまって傷つけることがあるのはわか

る。しかしある程度大きくなったら、このことば

が相手をどれだけ傷つけるかについてわからな

い筈もない。それでも言葉の暴力をするし、SNS

での拡散も故意に行う。小中高ではこの手の問題

があちこちで起こっている。スマホを持っている

からでもある。高校生はともかく、小中では、保

護者のスマホの共有でよいのではとずっと思っ

ているし、いろいろなところの講演会でも言い続

けている。でも学校ではタブレットが各自にわた

り、スマホも中学生のほとんどが持っているし、

小学生でも高学年では多くの子がスマホを持っ

ている。本当に必要か、使い方が間違っているの

に持たせておいて良いのか、今一度考えるべきで

はないか。 

 そして、虐待は親子という最も安心・安全であ

るべき関係の中で起こっている。この経験は人間

としての基盤を根底から脆弱化し、人への信頼感

を否定し、そして自分自身をも否定することにな

る。 

 多くの虐待サバイバーと面談する中で、自分を

守るために解離せざるを得なかった状況がわか

るだけに、その傷の深さをみると、人間の残酷さ

を考えずにはいられない。文明が発達すればする

ほど、人間は動物的本能から遠ざかり、子育てに

困難を呈するようになってきていると感じる。 

杞紗さんのように、被虐待児として、いじめ被

害者として、そして発達障害を持った一人の人間

として、生きることにずっと困難を抱えながらも

生き延びて、時には死にたくなったり、嫌な気分

から逃れたくてオーバードーズをしたり、余りし

んどくなると解離をしたりして自分を何とか守

ろうとしている人がいる。そういう人たちが、小

さくても生きがいを見つけ、少しでも楽しく、少

しでも楽に、笑顔で生きていける世の中になって

いくように、我々支援者はコツコツとできること

をしていくのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


